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細
川
知と

も
ひ
ろ大

さ
ん
（
八
木
）
が

４
月
１
日
、
南
あ
わ
じ
市
消
防

団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
市
消
防
団
の
幹
部
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
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車
座
で
意
見
交
換
を
行
う
21
地
区
代

表
者
と
市
３
役
及
び
幹
部
職
員
ら

消
防
団
長
・
幹
部
団
員
の
紹
介

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
長
委
嘱
式

兼
地
区
公
民
館
長
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
話
と
行
動
の
ま
ち
づ
く
り
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〜
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地
域
づ
く
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懇
談
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開
催
〜
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補
助
や
効
果
、
防
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は
た
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の
調
査
や
道
路
の
冠
水
対
策
、
人

材
確
保
で
は
人
・
農
地
プ
ラ
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推
進
支
援
な
ど
活
発
な
意
見
や
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題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

守
本
市
長
は
「
行
政
が
や
る
べ

き
こ
と
、
自
治
会
側
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
、今
後
も
議
論
し
た
い
」

と
代
表
者
ら
に
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

　

南
あ
わ
じ
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治
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事
の
21
地
区
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表
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と
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市
３
役

及
び
幹
部
職
員
ら
が
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地
域
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課

題
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現
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い
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意
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行
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懇
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。

　

同
懇
談
会
で
、
対
話
形
式
に
よ

り
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
机
を

無
く
し
、
防
犯
や
防
災
、
人
材
確

保
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

 　先日、南あわじ市スポーツ賞表彰式で、これ
から伸びゆく多くの子どもたちを表彰させていた
だいた。南あわじ市は、指導者の方も熱心で、青
少年スポーツが盛んであると感じる。
　私自身も運動好きで、大学の時にはテニスコー
トにいる時間が長すぎて卒業が一年遅れたほどで
ある。その後の職業選択では、室内で仕事をする
公務員になったのだが、スポーツをやっていて良
かったと思うことはいくつもある。
　とりわけ直接役立ったのは、パリにある国際エ
ネルギー機関の日本代表部に勤務した時である。
世界各国から職歴も世代も多様な職員が集まって
おり、母国語も文化もバラバラ、共通の話題を見
つけるのも難しい。当初は、どうやって仲間に入
れてもらうか悩んだものである。しかし、スポー
ツ愛好者が多かったので、私も職員のサッカーク
ラブに入ったり、テニスを一緒にプレーするよう
になった。
　すると、仕事が急にはかどるようになった。そ

入学宣誓式
　吉備国際大学高梁キャンパス（岡山県高梁市）
で 4 月 3 日、入学宣誓式が行われ、地域創成農
学部の新入生は入学宣誓書に署名しました。式で
は、眞山滋志学長が新入生の入学を許可するとと
もに、「大学を愛し、しっかりした社会的倫理感を
もって、公正で信頼される人として行動してくださ
い」と新入生を激励しました。

学生カフェの営業日時変更
　５月～ 7 月の営業日時は下記のとおりです。
　都合により変更または休業の場合がありますの
で、大学事務局にお問合せください。
 〇水曜日　午前 10 時～午後 0 時 30 分
 〇金曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
 〇場　所　キャンパス C 棟 2 階カフェテリア
 問大学事務局 ☎ 42-4700

キャンパス見学会（※要申込み）
　高校生だけでなく、保護者やご家族の人たちの
参加も大歓迎です。駐車場も多数あります。ぜひ
一度、キャンパス見学会へお越しください。
◆日時　５ 月 21 日（日）
　　　　午後 1 時 30 分～ 4 時
◆内容　学科説明、キャンパス見学、
　　　　個別相談、AO 面談ほか
申 順正学園入試広報室☎ 0120-25-9944

れぞれに利害関心の異なる各国が、自国の立場を
通すために活動するのが国際機関の各国代表の役
目である。共通の利益になることを言っても、「何
か裏がある」という目で見られ、その疑念を払拭
するまでに時間がかかる。反対する国がありそう
だと、ますます受け入れてくれない。しかし、親
しくなり信頼関係が出来ると、本音で話すことが
できる。「皆の利益だ」と言えば、オッケーとな
るし、「いくつかの国は反対するかも知れないが、
日本はこうしたい」と言えば、「通す保証はでき
ないが、議題にしてみよう」となる。結論が出る
までの時間が非常に短くなった。
　その信頼関係とは何だったのか。スポーツをし
ている時は、仕事以上に人間性が露わになる。勝
負がかかっていてもフェアプレーに徹する人は、
仕事でも、相手を罠にかけたり、裏切ったりする
人ではないと見られる。その逆の例も現実に見て
きた。青少年スポーツの指導者の方には、目先の
勝負の誘惑に駆られることなく、子どもの長い将
来を見据えてフェアプレーの精神を育てていただ
きたいと感じている。
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。

　

守
本
市
長
か
ら
代
表
し
て
中

田
眞
一
郎
氏
に
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
長
委
嘱
状
が
、
浅
井
教
育

長
か
ら
代
表
し
て
居
内
和
廣
氏

に
公
民
館
長
任
命
書
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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▲細川消防団長

市民の生命・財産を守るため、日々活動する消防団員

南あわじ市長 守本 憲弘

市政ひろば

スポーツの効用


